
よい人、よい町、よい政治。 議員が編集した手づくり広報紙

こんにちは
議会です。 平成27年２月１日号
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TOPICS ■12月定例会（12月８日〜12月19日） ■ 町政を問う 一般質問（8名）
□ シリーズ お隣さん元気（勝岡・前目）トピックス

表紙写真：幼年消防クラブによる火災予防の誓　（平成 27 年出初式）



○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
▼
賛
成
多
数
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
三
股
町
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事

(

防
災
行
政
無
線)

　
契
約
変
更
後
の
金
額

…
…
…
２
億
８
、６
２
９
万
円

　
契
約
の
相
手

　
　
ニ
シ
ム
電
子
工
業
株
式
会
社

宮
崎
支
店

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

　

町
議
会
で
は
12
月
議
会
を
、
12
月
８
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
12
日
間
で
開
催
し
た
。

　

今
回
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
16
議
案
、
追
加
議
案
２
議
案
、
報
告
１
件
で
、
各
常
任

委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
を
付
託
し
審
議
し
た
。
議
案
の
主
な
も
の
は
、
条
例
の
廃
止
及
び

改
正
４
議
案
、
26
年
度
補
正
予
算
が
7
議
案
、
協
定
の
締
結
等
５
議
案
、
諮
問
１
件
、
請
願
１

件
、
意
見
書
１
件
と
な
っ
て
い
る
。
全
て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

12月定例会

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
三
股
町
役
場
庁
舎
空  

　
調
機
更
新
等
機
械
設
備
工
事　

　
契
約
の
金
額

…
…
…
…
４
、７
０
２
万
円

　
契
約
の
相
手

　
株
式
会
社　
九
電
工

都
城
営
業
所

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
三
股
町
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事

（W
IM

A
X

・IC
T

工
事)

　
契
約
変
更
後
の
金
額

　
　
　
…
…
…
…
１
億
８
３
６
万
円

　
契
約
の
相
手

　
大
日
通
信
工
業
株
式
会
社

久
留
米
営
業
所

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

三股町議会だより no.78 やまびこ会調査特 別委員会（100 条調査）
最終報告、賛成多数で可決

　　
▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
適
任
と
可
決

○
都
城
市
と
の
定
住
自
立
圏
の
形
成

　
に
関
す
る
変
更
協
定
の
締
結
に
つ

　
い
て

○
都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
利
用
協

　
定
書
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ

　
い
て

○
三
股
町
と
都
城
市
と
の
境
界
付
近

　
に
お
け
る
下
水
道
施
設
を
相
互
の

　
住
民
に
供
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

都
城
市
と
の
協
定
・
協
議 黒木　兼一郎氏

（再　任）

三股町議会だより no.78

　
追
加
需
要
額
を
見
込
み
、
各
種
事

務
事
業
の
変
更
、
決
定
、
実
績
見
込

み
に
よ
る
所
要
の
補
正
を
行
う
た

め
、
１
億
５
１
０
０
万
円
を
追
加
し

１
０
４
億
９
６
０
０
万
円
と
し
た
。

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

○
国
民
健
康
保
険

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

○
介
護
保
険

○
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
宮
村
南
部
地
区

　
　
　
　
　
　
農
業
集
落
排
水
事
業

○
公
共
下
水
道
事
業

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

○
個
人
の
町
民
税
に
係
る
三
股
町
税

　
条
例
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例

　
を
廃
止
す
る
条
例

○
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

　
納
期
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
廃

　
止
す
る
条
例

○
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

　
納
期
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
廃

　
止
す
る
条
例

○
三
股
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

○
市
道
の
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

条
例
改
正

路
線
の
廃
止
・
認
定

追
加
議
案

人
事
案
件（
諮
問
１
号
）

○
地
域
住
民
の
健
康
を
守
り
ド
ナ
ー

　
の
骨
髄
提
供
し
や
す
い
社
会
づ
く

　
り
を
図
る
「
骨
髄
バ
ン
ク
・　
ド

　
ナ
ー
助
成
制
度
」
創
設
を
求
め
る

　
請
願
書

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

○
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る

　
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意

　
見
書

　
▼
全
会
一
致
で
採
択

○
や
ま
び
こ
会
調
査
特
別
委
員
会

は
、
７
月
22
日
～
12
月
18
日
ま
で

20
回
の
調
査
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

「
委
員
会
結
果
報
告
」が
委
員
長
か

ら
報
告
さ
れ
た
。

　
▼
賛
成
多
数
で
可
決

※
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

特
別
委
員
会
発
行
の
別
紙
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

請　

願

　
平
成
26
年
11
月
28
日
開
催

上
程
さ
れ
た
議
案
は
11
議
案
で
、
一

括
審
議
。

　
議
案
の
主
な
も
の
は
、
専
決
処
分

の
承
認
１
議
案
、
条
例
の
改
正
３
議

案
、
26
年
度
補
正
予
算
が
６
議
案
、

契
約
の
変
更
１
議
案
と
な
っ
て
い

る
。
全
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
及
び

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　
○
専
決
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
費
用

額
を
見
込
み
補
正
を
行
っ
た
。

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

○
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
費
等

の
見
込
み
に
よ
る
所
要
の
補
正
を
行

う
。

　
▼
賛
成
多
数
で
可
決

○
国
民
健
康
保
険

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

○
介
護
保
険

　
▼
賛
成
多
数
で
可
決

○
梶
山
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

○
公
共
下
水
道
事
業

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

11
月
臨
時
議
会

条
例
改
正

調
査
特
別
委
員
会

一
般
会
計
・
特
別
会
計

　
　
　
補
正
予
算

ひまわり保育園の上棟式

意
見
書

１
０
０
条
調
査
と
は

　

地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
に
あ

る
、
執
行
機
関
に
対
し
て
、
議
会

に
与
え
ら
れ
た
調
査
権
で
あ
る
。

工
事
請
負
契
約

3 2



三股町議会だより no.78 三股町議会だより no.78

議員活動フォトクラブ平成26年

▲三股町消防団出初め式（通常点検の模様）　
1月12日

　
11
月
17
日
〜
19
日
岐
阜
県
高
山
市
と
北

方
町
を
視
察
研
修
し
た
。
高
山
市
は
、
あ

の
有
名
な
飛
騨
牛
の
産
地
で
あ
る
。
厳
選

に
格
付
け
さ
れ
た
牛
だ
け
が
飛
騨
牛
と
し

て
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
に
認
定
さ
れ
て
い

る
。

　
か
つ
て
は
、
都
城
・
三
股
も
岐
阜
県
の

名
牛「
安
福
」の
メ
ス
を
買
い
求
め
繁
殖

牛
と
し
て
用
い
て
い
た
。
宮
崎
牛
の
名
牛

「
安
平
」は
安
福
を
改
良
し
た
も
の
で
、今

の
種
雄
牛
は
安
平
の
血
統
を
引
く
も
の
が

主
流
で
あ
る
。
今
回
は
飛
騨
牛
が
ブ
ラ
ン

ド
化
さ
れ
た
経
緯
と
そ
の
内
容
を
研
修
し

た
。

①
飛
騨
牛
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
取
り
組
み

②
畜
産
事
業
後
継
者
育
成
等
に
つ
い
て

　
高
山
市
で
は
、
畜
産
の
安
定
し
た
経
営

の
支
援
と
し
て
基
盤
整
備
・
優
良
な
飛
騨

牛
の
確
保
・
増
頭
へ
の
支
援
を
し
て
い
る
。

日
本
一
に
な
っ
た
三
股
牛
も
飛
騨
牛
に
負

け
じ
と
畜
産
農
家
へ
の
応
援
を
送
り
た
い
。

飛
騨
牛
の
産
地

【
岐
阜
県
高
山
市 

】

宮崎牛の元祖を訪ねる
 建設文教常任委員会研修（11月17日〜19日）

　
北
方
町
は
人
口
約
１
万
８
、
０
０
０
人

で
岐
阜
県
下
で
は
一
番
小
さ
な
町
で
あ
る

が
、人
口
密
度
は
県
下
一
で
あ
る
。

　

平
成
14
年「
平
成
の
大
合
併
」
の
時
、

北
方
町
は
住
民
に
有
無
を
問
う「
住
民
投

票
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果

本
町
と
同
じ
く
単
独
で
行
政
を
運
営
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
経

緯
と
結
果
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

①
住
民
投
票
を
実
施
し
た
背
景
。

②
町
の
目
指
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

　
あ
り
方
。

　
北
方
町
の
目
指
す
将
来
像
は「
公
園
都

市
」「
人
間
都
市
」で
あ
る
。自
然
・
歴
史
・

文
化
の
観
点
か
ら
、
ど
こ
か
本
町
に
似
て

い
る
所
も
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
研

修
だ
っ
た
。

公
園
都
市
・
人
間
都
市
を

目
指
す
北
方
町

　
12
月
16
日
、
都
城
市
山
田
町
に
建
設
さ

れ
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
視
察
。
山
田

町
か
か
し
館
よ
り
北
西
に
２
㎞
の
位
置
に

あ
る
。
10
月
１
日
よ
り
試
運
転
さ
れ
て
い

る
が
、
本
格
受
入
は
平
成
27
年
３
月
１
日

の
予
定
で
あ
る
。

　
現
在
稼
働
中
の
都
城
市
郡
元
町
の
清
掃

工
場
は
昭
和
57
年
９
月
に
竣
工
し
、
以
後

約
32
年
を
経
過
し
老
朽
化
し
て
い
る
。

　
近
年
ご
み
量
の
増
大
、
ご
み
質
の
変
化

に
伴
い
、
そ
の
処
理
能
力
が
逼
迫
し
て
い

る
等
々
の
理
由
に
よ
り
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
設
置
が
計
画
さ
れ
た
。

建
設
工
事
の
概
要

①
本
体
工
事
費　
83
億
７
、
９
０
０
万
円

　
（
内　
三
股
町
負
担
）

　
　
　
　
　
　
　
10
億
６
、
８
０
０
万
円

②
維
持
管
理
費　
50
億
６
、
１
０
０
万
円

　
（
内　
三
股
町
負
担
）

　
　
　
　
　
　
　
５
億
５
、
６
０
０
万
円

③
敷
地
面
積　
　
約
２
万
５
、
８
７
０
㎡

　
建
築
面
積　
　
　
　
約
４
、
３
０
５
㎡

　
施
設
規
模　
　
　
　
　

２
３
０
ｔ
／
日

新ごみ処理施設
クリーンセンター

現 地 視 察

　
高
原
町
の
ほ
ほ
え
み
館
に
て
第
55
回
宮

崎
県
町
村
議
会
議
員
大
会
が
実
施
さ
れ

た
。
経
過
報
告
の
後
、
宣
言
・
決
議
・
特

別
決
議
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
可
決

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
作
家
の
大
下
英
治
氏

が「
政
財
界・リ
ー
ダ
ー
の
条
件
」を
テ
ー

マ
に
講
演
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
に
出
て
こ
な

い
裏
話
に
興
味
が
そ
そ
ら
れ
た
。

議
員
大
会
に
参
加10

月
７
日

▲高山市での飛騨牛担当者説明

▲高原町で開催された議員大会

研修報告

▲総務厚生委員会研修（高知県四万十川を視察）
1月29日

▲三股町消防団操法大会（結果第5部県大会出場）
7月13日

▲三股町商工会の陳情（商工業の活性化について議長へ要望）
10月27日

第 3回議会報告会（元気の杜にて）
10月29日

建設文教委員会研修（岐阜県高山市議会議場）
11月18日

▲大下英治氏
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重久　邦仁議員… ……………７p掲載
①やまびこ会に県が指摘した改善、重要点は

内村　立𠮷議員… ……………８p掲載
①三股小、西小校区の見直しは
②五本松団地の今後は
③上米公園に通じる道路整備を
④ふれあい中央広場の夜間対策を

池邉　美紀議員… ……………９p掲載
①創業と伝統工芸士のための育成資金制度を
②長田・梶山・宮村地区の過疎対策は
③公用車にドライブレコーダーの設置を

上西　祐子議員… ……………10p掲載
①耕作放棄地の対策は
②障がい者基幹相談支援センターの設置を

佐澤　靖彦議員… ……………11p 掲載
①6次産業化への取り組みは
②観光資源として紅葉の開発と外国船ツアー

の受け入れを

福永　葊文議員… ……………12p 掲載
①自治公民館加入の現状と対策は

②加入率向上のための委員会設置を

池田　克子議員… ……………13p 掲載
①特定検診時に血液検査でピロリ菌検査を
②虫歯予防にフッ化物洗口の実施を

③消費者に被害防止対策を

桑畑　浩三議員… ……………14p掲載
①パークゴルフ場の増設を見直せ
②堆肥工場を作れ

③三股小、西小校区の再検討を

12
月
議
会
一
般
質
問

三股町議会だより no.78ここが聞きたい三股町議会だより no.78

平
成
24
年
４
月
か
ら
今
日

ま
で
、
や
ま
び
こ
会
の
例
規
集
に
沿
わ
な

い
事
務
執
行
や
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

理
事
会
の
機
能
が
働
か
ず
、
ま
た
県
か
ら

の
改
善
指
導
が
あ
っ
た
が
、
改
善
が
図
ら

れ
な
い
異
常
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
平
成
26
年
11
月
８
日
か
ら
役
場
職

員
２
名
が
理
事
と
な
り
、
改
善
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
改
善
点

と
し
て
は「
県
の
指
導
監
査
、
監
事
の
決

算
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
改
善
策
を

確
実
に
実
行
さ
せ
る
。」、「
組
織
機
構
の

見
直
し
、
牽
制
機
能
の
強
化
を
図
る
。」、

「
評
議
委
員
会
を
設
置
し
組
織
強
化
を
図

る
。」、「
専
門
家
に
よ
る
外
部
監
査
を
導

入
す
る
。」、「
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
３
者
評
価
員
を
導
入
す

る
。」以
上
５
点
を
掲
げ
、実
施
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
重
要
な
点
で
は
、
役
場
Ｏ

Ｂ
が
理
事
と
な
り
、
ま
た
、
15
名
で
組
織

す
る
評
価
委
員
会
を
設
立
し
、
牽
制
機
能

の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
点
で
あ
る
。

重 久　邦 仁 議員

や
ま
び
こ
会
に
、
宮
崎
県
の
指

導
監
査
が
指
摘
し
た
改
善
点
、

重
要
点
は
な
に
か

社
会
福
祉
法
人
や
ま
び
こ
会
は
、

昭
和
40
年
に
町
が
設
立
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
会
を

前
身
と
し
、
昭
和
46
年
度
の
定
款
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
法
人
名
を
社
会
福
祉
法
人

や
ま
び
こ
会
と
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
は
、
民
間
保
育
所
の
設
立
の
機
運

も
な
く
、
土
地
取
得
や
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
、
町
か
ら
の
寄
付
や
無
償
貸
与
、
債

務
負
担
、
債
務
保
証
に
よ
り
建
設
し
、
運

営
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
や

ま
び
こ
会
を
半
官
半
民
的
な
位
置
付
け

で
、
町
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
し
な
が

ら
、
保
育
所
と
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営

を
適
正
に
し
て
き
た
が
、
前
理
事
長
や
新

理
事
の
就
任
以
降
、
町
と
や
ま
び
こ
会
と

の
意
思
疎
通
が
お
か
し
く
な
っ
て
き
た
。

今
回
、
県
か
ら
の
指
導
監
査
で
事
務
執
行

及
び
管
理
運
営
が
著
し
く
ズ
サ
ン
で
、
不

適
切
な
執
行
が
あ
り
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
町
と
し
て
は
、
指
摘
事
項
の
改
善
を

図
り
、
保
育
所
運
営
の
正
常
化
を
図
る
た

め
に
、
適
切
な
指
導
、
助
言
を
現
在
執
り

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一般質問
やまびこ会に県が指摘した改善点・
重要点は

適切な指導助言を行う

質
　
問

町
　
長

▲わかば保育園の建設予定地

　一般質問は 8人。三股小・西小の校区見直し、伝統工芸士の技術伝承、公用車にドライブ
レコーダーの設置、耕作放棄地の対策や観光資源としての紅葉の開発と外国船の受け入れ、
胃がん検査に血液検査を取り入れないか、パークゴルフ場増設の見直しなど白熱した議論が
展開された。
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宅
建
設
年
度
昭
和
46
〜
47
年
、
建
設
戸
数

１
３
４
戸
、
入
居
者
数
88
戸
で
あ
る
。
生

活
保
護
的
な
事
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
の
計
画
は
。

五
本
松
、
射
場
前
、
榎
堀
団
地
の

３
つ
を
集
約
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
高
齢
者
等
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

上
米
の
原
田
ス
ト
ア
ー
か
ら
上

米
公
園
に
通
じ
る
道
路
で
、
見

通
し
が
悪
く
狭
い
所
が
あ
る
。
ど
う
に
か

な
ら
な
い
も
の
か
。

こ
の
路
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
４
年
に
住
民
、
関
係
者
に
向
け
て
の

説
明
会
を
し
て
い
る
。
隣
接
住
民
の
協
力

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

上
米
公
園
に
通
じ
る
道
路
工
事

を
し
た
後
の
埋
め
戻
し
の
所
が

多
い
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
増
設
さ
れ
れ

ば
、
人
の
出
入
り
も
多
く
な
っ
て
く
る
。

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
も
あ
る
。
課
題
と

内 村　立 吉 議員

三
股
小
学
校
、
三
股
西
小
学
校

の
ラ
イ
ン
の
見
直
し
は
。

三
股
西
小
学
校
の
ラ
イ
ン
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
下
新
馬
場
、
稗
田
、

西
植
木
、
東
植
木
は
、
三
股
西
小
学
校
の

区
域
で
あ
る
が
、
保
護
者
か
ら
の
申
請
に

よ
り
三
股
小
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
る

調
整
区
域
と
す
る
中
間
答
申
が
11
月
に
な

さ
れ
た
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
保
護

者
へ
の
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
平
成
27
年

に
実
施
し
て
い
き
た
い
。
今
後
、
岩
下
橋

か
ら
南
へ
い
く
、
県
道
12
号
線
や
植
木
地

区
を
視
野
に
い
れ
た
、
検
討
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

土
地
は
あ
る
の
に
規
制
が
か

か
っ
て
い
る
か
ら
家
が
建
て
ら

れ
な
い
。
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
よ
う
に
で

き
な
い
も
の
か
。
そ
れ
が
、
三
股
小
の
児

童
増
に
つ
な
が
る
。農

業
振
興
地
域
に
つ
い

て
は
、
な
か
な
か
除
外
は
難
し
い
。
集
落

内
の
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
か
ら
宅
地

へ
転
用
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

五
本
松
団
地
に
つ
い
て
、
敷
地
面

積
２
・
１
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
住

し
て
は
、
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
地
元
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
今
の
所

は
現
状
の
ま
ま
で
あ
る
。

原
田
ス
ト
ア
ー
の
交
差
点
に
信

号
機
を
つ
け
る
の
は
難
し
い
と

聞
い
て
い
る
。
せ
め
て
、
点
滅
信
号
で
も

で
き
な
い
も
の
か
。

町
と
し
て
も
、
警
察
の
方

に
も
要
望
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
予
算
の

関
係
か
ら
設
置
に
至
っ
て
い
な
い
。

ふ
れ
あ
い
中
央
広
場
に
、
夜
間

照
明
は
つ
け
ら
れ
な
い
か
。

夜
間
照
明
等
に
つ
い
て
も
、
前

向
き
に
検
討
を
し
て
い
く
。

一般質問

三股小、西小校区の今後はどうなる

11月に調整区域とする中間答申が
出ている

質
　
問

教
育
長

▲原田ストアーの交差点

五
本
松
団
地
の
今
後
は

三股町議会だより no.78

公
約
に
過
疎
化
対
策
を
う
た
っ

て
い
る
が
、
長
田
・
梶
山
・
宮

村
地
区
に
お
け
る
、
今
後
の
計
画
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

長
田
地
区
の
住
宅
に
つ
い
て
入
居

に
あ
た
っ
て
の
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
の

見
直
し
を
検
討
し
申
し
込
み
し
や
す
い
状

況
に
改
善
を
図
る
。
梶
山
地
区
は
現
在
、

購
入
・
保
存
を
計
画
し
て
い
る
梶
山
城
址

を
核
に
し
た
地
域
づ
く
り
で
、
過
疎
化
対

策
を
進
め
て
い
く
。
宮
村
地
区
は
寺
柱
の

分
譲
で
大
き
な
成
果
が
出
て
い
る
。
小
鷺

巣
で
過
疎
化
対
策
協
議
会
が
発
足
し
た
の

で
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

全
国
で
防
犯
や
交
通
安
全
の
た

め
に
設
置
が
進
ん
で
い
る
。
機

種
に
も
よ
る
が
、
8
時
間
前
ま
で
の
録
画

が
で
き
る
も
の
も
あ
り
、
防
犯
に
も
役
立

つ
の
で
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
に
導
入

す
べ
き
で
は
。

現
在
「
く
い
ま
ー
る
」
に
設
置
し

て
い
る
。
長
時
間
録
画
の
も
の
も
あ
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
役
目

池 邉　美 紀  議員

人
口
増
を
目
指
す
な
ら
ば
、
町

内
の
活
性
化
や
、
働
く
場
の
確

保
を
見
据
え
て
、町
内
で
創
業
す
る
個
人・

企
業
へ
の
育
成
資
金
補
助
制
度
創
設
は
で

き
な
い
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
三
股
町
で
は
創
業

者
等
に
関
す
る
補
助
金
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
創
業
資
金
・
運
転
資
金
の
借
り
入
れ

に
関
し
て
一
定
率
の
利
子
補
給
を
行
っ
て

い
る
。
創
業
に
関
す
る
需
要
な
ど
を
み
な

が
ら
他
の
制
度
状
況
を
精
査
し
た
上
で
必

要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

本
町
に
は
大
弓
、
鍛
冶
、
ゴ
ッ

タ
ン
、
陶
芸
な
ど
素
晴
ら
し
い

技
術
を
持
つ
方
が
い
て
、
そ
の
技
は
町
の

宝
で
あ
る
。
町
と
し
て
も
「
も
の
づ
く
り

フ
ェ
ア
」
な
ど
匠
の
町
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。
全
国
で
は
次
の
代
を
育
成
す
る
た

め
の
補
助
制
度
が
あ
る
が
、
長
期
的
な
視

点
で
次
の
代
を
育
成
す
る
た
め
の
育
成
資

金
制
度
が
出
来
な
い
か
。

伝
統
工
芸
士
の
技
術
伝
承
は
大
事

な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
次
代
育
成

に
は
永
年
の
研
鑽
が
必
要
な
の
で
何
が
効

果
的
か
検
討
し
て
い
く
。
様
々
な
産
業
分

野
が
あ
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
現
況

を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

な
ど
必
要
性
を
検
討
し
、
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

現
在
、
拡
張
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
切
寄
線
の
見
通
し
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
平
成
4
年
か
ら

平
成
8
年
に
か
け
て
整
備
し
て
お
り
ま
す

が
、
残
り
60
ｍ
が
未
整
備
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
24
年
11
月
以
降
に
交
渉
を
再
開

し
、
用
地
買
収
・
補
償
は
内
諾
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
隣
接
す
る
農
地
の
転
用
条
件

が
出
さ
れ
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
農
振
除
外
が
困
難
な
と
こ
ろ
が
あ
り

取
り
扱
い
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

一般質問

創業のための育成資金を創設すべき

他の制度と精査し検討する

質
　
問

町
　
長

▲ものづくりフェアの様子（6月13日から15日）

ふ
れ
あ
い
中
央
広
場
の
夜
間
対
策
は

伝
統
工
芸
士
の
技
術
伝
承
の
対
策
は

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設

置
を

切
寄
線
の
道
路
拡
張
は

過
疎
化
対
策
は

上
米
公
園
に
通
じ
る
道
路
整
備
は
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現
在
は
、
町
が
花
の
種

苗
を
与
え
る
取
組
み
は
し
て
い
な
い
が
、

切
寄
集
落
で「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
事
業
」を
受
け
て
い
る
２
団
体
が
地

力
増
進
作
物
と
し
て
県
道
沿
い
の
水
田
に

花
を
植
え
て
い
る
。

　
こ
の
様
な
取
組
み
の
他
に
は
、
地
元
の

土
地
改
良
区
や
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
実
施
団
体
と
の
相
談
に
な
る
か
と

考
え
る
。平

成
27
年
４
月
以
降
は
、
す
べ
て

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
支

給
決
定
に
先
立
ち
「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
書
」
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
利
用
計
画
が
義
務
づ
け
ら
れ
る

障
が
い
者
は
何
人
な
の
か
。

平
成
26
年
12
月
１
日
現
在
の

障
が
い
者
手
帳
の
保
持
者
は
、
身
体
障
が

い
者
１
、
３
４
１
人
、
知
的
障
が
い
者
１

８
６
人
、
精
神
障
が
い
者
１
１
２
名
で
あ

り
、
合
計
で
１
、
６
４
０
人
で
あ
る
。

自
治
体
に
よ
る
相
談
支
援
体
制

は
地
域
格
差
が
あ
り
、
多
様
化
、

複
雑
化
す
る
生
活
課
題
に
適
切
に
対
応
す

上 西　祐 子 議員

耕
作
放
棄
地
が
至
る
所
で
見
う

け
ら
れ
る
が
、
農
地
の
有
効
利

用
の
重
要
さ
を
考
え
る
時
、
農
地
を
守
る

た
め
の
対
策
は
。

農
業
委
員
会
の
委
員
と

事
務
局
が
毎
年
９
月
か
ら
町
内
全
域
の
調

査
を
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
今
年
度
は
耕

作
放
棄
地
が
93
筆
、
約
１
１
６
㎡
、
32
名

の
所
有
者
を
確
認
、
そ
の
内
2
筆
に
は
違

反
転
用
も
認
め
ら
れ
た
の
で
是
正
を
求
め

て
い
る
。
残
り
90
筆
、
30
名
の
所
有
者
へ

農
地
の
適
正
管
理
等
の
改
善
通
知
と
今
後

の
利
用
に
つ
い
て
意
識
調
査
を
行
っ
て
い

く
。

　

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
に
つ
い
て

は
、今
年
度
か
ら「
農
地
中
間
管
理
事
業
」

を
利
用
し
た
集
積
が
中
心
に
な
る
。

所
有
者
が
死
亡
し
た
り
、
後
継

者
不
明
の
場
合
の
対
策
は
。

地
元
の
農
業
委
員
や
土

地
改
良
区
の
方
々
が
調
査
し
、
死
亡
さ
れ

た
方
の
親
戚
等
に
管
理
を
依
頼
し
て
い

る
。

借
り
手
の
い
な
い
土
地
等
は
、
花

の
種
苗
を
町
民
に
与
え
て
美
化

活
動
は
で
き
な
い
の
か
。

一般質問

耕作放棄地対策は

今年度から「農地中間管理事業」が
集積していく

質
　
問

産
業
振
興
課
長

る
た
め
の
人
員
体
制
が
不
足
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
本
町
の
専
門
の
相
談

員
は
何
人
い
る
の
か
。

相
談
業
務
を
行
う
に
あ
た
っ

て
専
任
体
制
は
と
っ
て
い
な
い
が
、
福
祉

課
に
看
護
師
・
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・

介
護
支
援
専
門
員
の
正
規
職
員
が
８
人
、

委
託
者
が
11
人
で
あ
る
。

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

障
が
い
者
の
自
立
支
援
や
社

会
参
加
支
援
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
、
専
門
職
種
を
配
置
し
た

チ
ー
ム
に
よ
る
包
括
的
支
援
の
中
で
、
人

材
育
成
の
た
め
に
相
談
支
援
事
業
者
へ
の

専
門
的
指
導
・
助
言
を
実
施
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

▲上米公園のひまわり
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い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
6
次
産
業

総
合
化
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
設
備
整

備
や
流
通
の
組
織
化
を
進
め
る
。
町
内
飲

食
業
組
合
や
菓
子
業
組
合
の
皆
さ
ん
方
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
ご
ま
の
利
用
を
活
性

化
し「
み
ま
た
ん
ご
ま
」の
周
知
を
図
る

こ
と
で
、
三
股
の
Ｐ
Ｒ
、
情
報
発
信
に
つ

な
げ
て
行
く
考
え
で
あ
る
。「
ア
ー
モ
ン

ド
」も
霧
島
会
を
中
心
に
生
産
拡
大
を
図

り
三
股
産
ア
ー
モ
ン
ド
オ
イ
ル
の
周
知
と

活
用
を
推
進
し
て
行
く
考
え
で
あ
る
。

今
年
は
、
九
年
庵
、
御
船
山
、
耶

馬
溪
、
と
い
っ
た
観
光
地
の
紅

葉
に
人
気
が
集
ま
っ
た
。
本
町
で
も
紅
葉

を
取
り
入
れ
た
開
発
が
出
来
な
い
か
。

本
町
の
山
は
、
大
半
が

杉
の
人
工
林
と
な
っ
て
い
る
。
自
然
な
山

へ
の
回
帰
を
目
指
し
て「
ふ
る
さ
と
の
森

お
こ
し
」を
提
唱
し
実
践
し
て
い
る
。
ま

た
林
業
の
町
で
も
あ
る
の
で
す
べ
て
の

山
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
森
林

機
能
の
活
性
化
と
と
も
に
紅
葉
が
目
立

つ
山
々
が
産
み
出
さ
れ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、椎
八
重
、長
田
峡
、矢
ヶ
淵
公
園
、上

米
公
園
な
ど
観
光
地
の
周
り
を
重
点
的
に

推
進
し
て
い
く
方
法
は
あ
る
。

佐 澤　靖 彦 議員

ご
ま
、
ア
ー
モ
ン
ド
を
取
り
組

ん
で
き
た
今
ま
で
の
経
過
と
６

次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

ご
ま
の
6
次
産
業
化
へ

の
取
組
は
、
商
工
会
の
中
に
、
生
産
者
、

商
工
業
者
大
学
、
メ
デ
ィ
ア
、
行
政
な
ど

の
代
表
者
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
組
織
さ
れ
、
研
究
、
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、
試
験
販
売
、
ご
ま
料
理
や
ス
イ
ー
ツ

な
ど
の
試
食
会
な
ど
繰
り
返
し
行
な
っ
て

い
る
。
今
年
は
ご
ま
生
産
者
の
お
ひ
と
り

が
国
の
6
次
産
業
総
合
化
事
業
計
画
の
認

定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ア
ー
モ
ン

ド
は
同
じ
く
霧
島
会
で
生
産
に
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
木
は
約
５
０

０
本
が
生
育
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の
ア
ー

モ
ン
ド
は
、
実
か
ら
油
を
し
ぼ
り
有
機
オ

イ
ル
と
し
て
東
京
の
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
関

係
業
者
に
引
き
取
ら
れ
て
い
る
。

今
後
取
り
組
む
方
向
性
は
。

国
の
認
定
を
受
け
た
生

産
者
と
、
ご
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

中
心
と
な
っ
て
6
次
産
業
化
を
目
指
し
て

行
く
。

　

ご
ま
の
販
売
は
、
す
で
に「
み
ま
た
ん

ご
ま
」と
し
て
、
物
産
館
よ
か
も
ん
屋
で

発
売
さ
れ
て
お
り
、
購
入
者
か
ら
は
、
高

外
国
船
観
光
ツ
ア
ー
の
受
け
入

れ
は
で
き
な
い
か
。

外
国
船
ツ
ア
ー
は
、
細

島
港
、
油
津
港
の
受
け
入
れ
で
、
中
国
か

ら
の
観
光
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
が
様
々

な
問
題
等
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
魅
力

あ
る
観
光
地
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で
、

ま
ず
は
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
が
重
要
だ
と

考
え
る
。
三
股
町
を
観
光
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

一般質問

6 次産業化の取り組みは

今年度ごま生産者の方が認定を受
けた

質
　
問

産
業
振
興
課
長

▲みまたんごまの花

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
は

観
光
開
発
の
取
り
組
み
は

観
光
外
国
船
ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
を
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福
祉
協
議
会
費
の
年
間
３
２
０
万
円
程
度

と
日
本
赤
十
字
社
協
力
費
２
５
０
万
円
な

ど
で
あ
る
。

串
間
市
で
は
、
95
・
4
％
の
加
入

率
で
あ
る
。
加
入
率
向
上
の
た

め
、
こ
の
町
を
参
考
に
し
て
委
員
会
を
設

置
し
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
で
は
、
平
成
23
年
度

に
自
治
公
民
館
加
入
促
進
検
討
部
会
を
立

ち
上
げ
、
支
部
加
入
の
現
状
分
析
課
題
、

問
題
点
、
他
団
体
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
未
加
入
者
宅
へ

の
加
入
促
進
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
が
、

役
場
か
ら
自
治
公
民
館
加
入
を
強
制
で
き

な
い
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
個

人
の
生
活
が
尊
重
さ
れ
、
他
人
の
生
活
に

は
干
渉
し
な
い
と
い
う
生
活
様
式
が
一
般

化
し
て
い
る
今
日
は
、
ど
の
地
域
に
お
い

て
も
加
入
促
進
に
は
苦
労
し
て
い
る
。
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
る
本
町
は
、
今

後
も
自
治
公
民
館
と
一
体
に
な
っ
て
、
自

治
組
織
の
重
要
性
を
地
道
に
訴
え
な
が
ら

加
入
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

福 永　葊 文 議 員

町
内
に
は
30
箇
所
の
自
治
公
民

館
が
あ
る
が
、
戸
数
に
お
い
て
は

30
数
戸
か
ら
５
０
０
戸
数
を
超
え
る
公
民

館
ま
で
多
様
な
形
態
が
あ
り
、
加
入
率
に

つ
い
て
も
然
り
で
あ
る
。そ
の
現
状
は
。

自
治
公
民
館
加
入
率
の
現
状
は
、

町
で
把
握
し
て
い
る
の
は
戸
数
だ
け
な
の

で
、
個
人
の
加
入
率
の
正
確
な
数
字
は
分

か
ら
な
い
。
こ
の
方
法
で
算
出
し
た
場
合

は
現
状
66
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
23
年
度

に
各
自
治
公
民
館
や
各
支
部
に
依
頼
し
て

実
態
調
査
を
し
た
結
果
で
は
、
約
77
％
の

加
入
率
が
出
て
い
る
。

加
入
率
を
上
げ
る
の
は
町
に

と
っ
て
も
財
政
的
に
有
利
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
具
体
的
に
未
加
入
者

に
対
し
、
町
と
し
て
の
負
担
は
加
入
者
と

の
差
は
い
く
ら
ほ
ど
に
な
る
の
か
。

自
治
公
民
館
の
加
入
者

と
未
加
入
者
で
町
の
負
担
の
差
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
以
前
は
納
税
貯
蓄
組
合
が

あ
り
、
納
税
通
知
書
の
配
布
や
税
金
の
徴

収
を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
そ
の
時
は
未

加
入
者
へ
の
郵
送
代
等
の
差
が
あ
っ
た

が
、
現
在
は
す
べ
て
郵
送
の
た
め
差
は
な

い
。
ち
な
み
に
、
現
在
の
自
治
公
民
館
に

依
頼
し
て
い
る
会
費
に
つ
い
て
は
、
社
会

一般質問

自治公民館への加入率向上策は

現在、世帯数の割合では 77％である

質
　
問

町
　
長

▲自治公民館加入案内の窓口（１階東側）
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の「
む
し
歯
有
病
率
」が
73
・
3
％
で
あ
っ

た
。
小
・
中
学
校
で
の「
む
し
歯
予
防
」

対
策
は
。一

学
期
に
歯
科
検
診
を
行
い
治

療
の
勧
告
を
す
る
。
給
食
後
に
歯
み
が
き

を
実
施
。む

し
歯
予
防
の
順
位
は
①
水
道

水
へ
の
フ
ッ
素
②
学
校
、
幼
稚
園

で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
③
砂
糖
の
摂
取
制
限

④
歯
み
が
き
で
あ
る
。
フ
ッ
化
物
洗
口
は

「
学
校
保
健
安
全
法
」に
も
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
小
・
中
学
校
で
の
集
団
フ
ッ

化
物
洗
口
の
実
施
が
で
き
な
い
か
。

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
学

校
歯
科
医
と
連
携
を
図
り
検
討
す
る
。

保
健
所・幼
稚
園
等「
む

し
歯
予
防
事
業
」と
し
て
歯
の
健
康
教
育

及
び
洗
口
の
で
き
る
４
歳
以
上
の
者
を
対

象
に
助
成
事
業
を
実
施
す
る
。

近
年
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
に

伴
っ
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
相

次
い
で
い
る
。
平
成
24
年
に「
消
費
者
教

育
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
た
。
消

費
者
教
育
の
充
実
は
。

「
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

核
と
し
、
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
や
出

池 田  克 子 議員

9
月
1
日
か
ら
30
日
ま
で
は
、
が

ん
征
圧
月
間
で
あ
る
。
各
種
が
ん

検
診
受
診
率
向
上
へ
の
目
標
と
取
り
組
み

は
。

目
標
は
胃
が
ん
10
％
、

大
腸
が
ん
50
％
、
子
宮
が
ん
15
％
、
乳

が
ん
15
％
。
25
年
度
実
績
、
胃
が
ん
0
・

45
％
、
大
腸
が
ん
16
・
2
％
、
子
宮
が
ん

5
・
0
％
、
乳
が
ん
6
・
7
％
、
各
種
が

ん
を
集
団
検
診
に
取
り
入
れ
た
い
。

胃
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
低
い
。

バ
リ
ウ
ム
検
査
は
抵
抗
が
あ
る

の
で
は
。
特
定
検
診
時
に
血
液
検
査
で
ピ

ロ
リ
菌
検
査
が
で
き
な
い
か
。
ピ
ロ
リ
菌

が
胃
が
ん
発
生
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

特
定
健
診
は
生
活
習
慣

病
に
関
す
る
検
診
項
目
の
た
め
、
ピ
ロ
リ

菌
検
査
は
入
っ
て
い
な
い
。

以
前
、
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
項
目

に
い
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
実
施
は
。

今
年
度
追
加
し
た
。

学
校
病
の
主
な
有
病
率
で「
む
し

歯
」が
一
番
高
い
。
平
成
23
年
度

の
12
歳
児
を
対
象
に
し
た
統
計
で
は
当
町

前
講
座
、
回
覧
へ
の
掲
載
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
。消

費
者
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
の

有
効
利
用
で
多
重
債
務
相
談
専

用
の
窓
口
を
設
置
し
て
は
。

今
後
、
県
は
県
の
消
費
生
活

相
談
セ
ン
タ
ー
と
同
等
の
機
能
を
市
町
村

に
も
セ
ン
タ
ー
と
し
て
持
た
せ
て
行
く
計

画
で
あ
る
。
そ
の
中
で
精
査
し
な
が
ら
検

討
す
る
。高

齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
へ

の
防
護
策
は
。

消
費
生
活
相
談
員
の
活
用

と
出
前
講
座
の
開
催
、
回
覧
へ
の
掲
載
等

住
民
に
周
知
し
、注
意
を
喚
起
す
る
。

一般質問

胃がんの検診は血液検査で

生活習慣病検診のため項目にない

質
　
問

町
民
保
健
課
長

▲三股町の消費者生活相談センター

加
入
率
向
上
の
た
め
の
委
員
会
設
置
は

要 望
各
地
区
公
民
館
長
は
１
年
交
替
の
所

も
多
く
、
当
初
か
ら
公
民
館
の
加
入

率
向
上
を
考
え
る
の
は
、
事
業
に
追

わ
れ
困
難
で
あ
る
が
、
年
度
が
変
わ

る
当
初
に
こ
の
重
要
性
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

む
し
歯
予
防
に
フ
ッ
化
物
洗
口
を

消
費
者
の
被
害
防
止
対
策
を
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こうなりましたこうなりました

議
会
事
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

レポート
追 跡第

十
三
回

上米公園内の生活環境保全林の管
理と整備を。

平成 24 年３月定例議会　一般質問

間伐を実施し森林浴やウォーキン
グが出来るように整備したい。

政府の米減反政策の廃止は、行政
が主体となって本町の生産者と地
域基盤を守って行かないと壊れて
いくのでは。
平成 25 年12月定例議会　一般質問

本町が実施しているブロックロー
テーションを基本とし、早急に協
議の場を設ける。

町 長 答 弁 町 長 答 弁

あんた
どげんなった

な？

上米公園の管理と整備 農業政策米の生産調整は

３
月
議
会
は
、

３
月
４
日
か
ら
の
予
定

町
民
の
方
の
多
く
の
議
会
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成 25 年度保全林内の間伐の実施
や遊歩道の整備を行った。

ず
で
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
都
城

盆
地
の
西
の
端
、
山
田
の
山
の
中

に
造
っ
た
が
、
こ
れ
も
行
政
の
判
断
ミ
ス

で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
よ
っ
て
毎
日
の
ゴ

ミ
の
運
搬
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
。
収
集
車

も
人
も
増
や
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

る
。
そ
こ
で
ど
う
し
て
も
ゴ
ミ
の
減
量
化

が
必
要
で
あ
る
。
残
滓
は
資
源
で
あ
り
、

堆
肥
に
し
た
ら
ど
う
か
。
堆
肥
工
場
を
つ

く
っ
た
ら
ど
う
か
。
ま
ず
、
学
校
給
食
、

病
院
、
各
幼
稚
園
、
保
育
園
、
老
人
施
設

な
ど
の
残
滓
か
ら
始
め
た
ら
ど
う
か
。

工
場
の
維
持
管
理
の
経

費
や
肥
料
化
し
た
製
品
を
販
売
し
て
も
、

採
算
上
ど
う
か
。
現
在
、
本
町
で
は
、
電

動
ご
み
処
理
機
の
貸
出
し
等
を
実
施
し
て

お
り
、
実
施
す
る
こ
と
が
、
将
来
的
な
ゴ

ミ
減
量
化
へ
の
布
石
と
な
る
と
考
え
て
い

る
。

全
国
で
は
ゴ
ミ
堆
肥
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
が
沢
山
あ
る
。
本

町
で
も
是
非
検
討
し
て
貰
い
た
い
。

桑 畑　浩 三 議 員

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
１
コ
ー
ス
増

設
に
、
１
億
２
、
０
０
０
万
円
か

け
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
費
用
対
効
果
は

疑
問
で
あ
る
。見
直
せ
な
い
か
。

平
成
28
年
度
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
て
い
る
。
今
回
は
国
の
都
市
再
生
事
業

３
、
９
０
０
万
と
地
域
活
性
化
事
業
７
、

２
０
０
万
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
一
般
財
源
と
し
て
は
９
０
０
万
円
を

予
定
し
て
い
る
。

現
在
の
所
に
最
初
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
造
る
時
、
２
コ
ー
ス
で
は

す
ぐ
飽
き
て
し
ま
う
の
で
、
別
の
場
所
に

造
る
よ
う
に
言
っ
た
。
し
か
し
、
執
行
部

は
耳
を
貸
さ
ず
造
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

結
果
が
今
回
大
き
な
税
金
を
投
入
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
今
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
会

員
数
は
何
人
か
。

現
在
の
会
員
数
１
０
５
名
と

な
っ
て
い
る
。年

々
会
員
は
減
っ
て
い
る
。

普
段
参
加
し
て
い
る
人
は
、
50
～
60
名
と

な
っ
て
い
る
。
毎
年
こ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

の
会
に
２
０
０
万
円
運
営
費
を
支
払
っ
て

い
る
。
１
億
２
、０
０
０
万
円
も
あ
れ
ば
、

も
っ
と
切
実
な
有
効
な
使
い
道
が
あ
る
は

一般質問

パークゴルフ場の増設を見直せ

国、県の補助金を活かし平成 28 年
度オープンを目指している

質
　
問

町
　
長

校
区
見
直
し
後
、
西
小
で
は
プ
レ

ハ
ブ
を
建
て
た
り
、
交
差
点
改
良

を
し
た
り
一
度
行
政
が
判
断
を
間
違
う
と

長
い
将
来
に
わ
た
っ
て
損
害
を
与
え
る
。

教
育
委
は
同
じ
誤
り
を
繰
り
返
そ
う
と
し

て
い
る
。
今
回
新
馬
場
を
２
つ
に
割
る
と

い
う
が
、
同
じ
地
区
で
学
校
が
違
う
と
い

う
こ
と
に
は
絶
対
反
対
で
あ
る
。
校
区
見

直
の
再
検
討
を
す
べ
き
で
は
。

通
学
区
域
審
議
会
で
調
整
区
域

を
導
入
す
る
と
答
申
が
さ
れ
た
。
岩
下
橋

か
ら
南
に
向
か
い
、
植
木
も
視
野
に
入
れ

た
通
学
区
域
の
見
直
し
を
す
る
。

堆
肥
工
場
を
作
れ

校
区
見
直
の
再
検
討
を

平成 25 年度に協議会を設置し、ブ
ロックローテーションをもとに、パイ
プラインの点検を実施。

環
境
水
道
課
長

要
　
望

要
　
望

▲パークゴルフ場の増設現場の様子
▲三股町成人式会場（平成 27 年 1 月 5 日）

▲上米公園の遊歩道。

▲クリスマス会（平成 26 年 12 月 19 日）

教
育
課
長
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こ
ん

に
ち

は 議
会

で
す

　
 N
o .78

平
成

27年
２

月
１

日（
N

o.78）　
■

発
行

/
三

股
町

議
会

　
〒

889
-1995 宮

崎
県

北
諸

県
郡

三
股

町
五

本
松

1-1　
TEL.0986-52-1111　

■
編

集
/

議
会

広
報

委
員

会
　

■
発

行
責

任
者

/
山

中
則

夫

編 

集 

後 

記
委
員
長

堀 

内
　
義 

郎

副
委
員
長

池 

田
　
克 

子

委　
　

員
福 

永
　
葊 

文

委　
　

員
佐 

澤
　
靖 

彦

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
月
５
日
に
三
股
町
成
人
式
が
行
わ
れ

３
３
８
名
の
新
成
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。
礼
儀

正
し
く
、
盛
大
に
式
典
が
行
わ
れ
感
動
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
昼
か
ら
は
三
股
町
あ
い
さ
つ
会

が
町
体
育
館
で
、
三
股
町
と
商
工
会
と
の
共
催

で
行
わ
れ
た
。
町
内
商
工
業
者
、
各
業
界
の
代

表
も
出
席
し
、「
町
の
活
力
は
、
人
の
交
流
か

ら
」「
語
っ
み
ろ
か
い
、
み
ま
た
ん
未
来
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
手
作
り
の
あ
い
さ
つ
会
が
出
来

て
、
な
お
か
つ
、
町
民
の
方
々
の
参
加
が
あ
る

と
、
今
以
上
に
町
内
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

行
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
来
年
が
楽
し
み
で
す
。

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

　自治公民館を中心に、子ども会、壮年会等、きっと活躍でき
る場所があります。隣近所の方々との親睦で、安心できる住み
よい街にしましょう。

自治公民館加入案内
三股町・三股町自治公民館連絡協議会
電話　52-1111　内線 181

勝　岡
自治公民館

地域住民が一体となって、花見にグランドゴルフ、敬
老会と行事や活動に取り組んでいます。かまど神社の
お祭りもあり、転入された皆さんを心から歓迎します。大脇　國幸 館長

前　目
自治公民館

お隣さん、元気
つながりを知る

発
行
責
任
者

議
長　
山 

中
　
則 

夫

髙橋　敏美 館長

敬老会▲

敬老会で子ども達の歌▲

勝岡自治公民館は…

前目グランドゴルフ大会▲

敬老会▲

都城市と境界を接し、病院・買い物など市街地へ出か
けるのに何かと便利なところです。国道もあり車の行
き交いはありますが、のどかで静かな地域です。

前目自治公民館は…
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「やまびこ会調査特別委員会」報告

平成 27年 2月1日発行　①

百
条
委
、
や
ま
び
こ
会
の

法
人
運
営
是
正
を
要
請

な
ぜ
、
や
ま
び
こ
会
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
の
か

　

無
報
酬
に
近
か
っ
た
理
事
長
の
報
酬
を
月
額
40
万
円
（
年
間
約

７
０
０
万
円
）
と
法
外
な
引
き
上
げ
を
行
っ
た
。　
　
　
　

　

保
育
園
建
て
替
え
時
に
、
理
事
長
室
の
分
不
相
応
の
高
級
な
建
設

計
画
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

半
官
半
民
と
し
て
運
営
し
て
い
た
が
、
や
ま
び
こ
会
を
理
事
長
ら

が
、
そ
の
全
部
の
私
物
化
を
画
策
し
て
い
る
。　
　
　

ず
さ
ん
な
法
人
運
営
に
メ
ス

 

１ 

理
事
の
定
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
現
在
の
７
名
体
制
で
は
な
く
、
10

名
程
度
と
し
、
選
任
過
程
を
明
確
に

す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２ 

評
議
員
会
の
設
置　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
予
算
・
決
算
の
審
議
等
重
要
な
課

題
の
議
決
な
ど
相
当
の
権
限
を
付
与

し
、
次
の
事
に
留
意
し
選
任
す
る
こ

と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
定
数
は
、
理
事
の
２
倍
以
上
と
す

る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
各
界
・
各
層
の
方
々
を
選
任
す
る

こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
町
議
会
議
員
１
名
以
上
を
役
職
で

の
依
頼
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

３ 

確
約
書
の
締
結　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
三
股
町
と
や
ま
び
こ
会
は
、
次
の

事
項
を
最
低
限
盛
り
込
ん
だ
確
約
書

を
締
結
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
町
行
政
の
方
向
性
と
著
し
く
違
う

場
合
は
、
町
は
指
導
・
助
言
・
勧
告
・

命
令
が
で
き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
命
令
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
都

度
町
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
命
令
に
従
わ
な
い
理
事
会　
　
　
　

は
解
散
出
来
る
よ
う
に
し
、
そ
の
場

合
は
緊
急
的
に
町
長
が
指
名
す
る
者

が
理
事
長
及
び
理
事
役
職
等
を
１
年

以
下
期
限
付
き
で
就
任
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
県
が
指
導
監
査
を
行
わ
な
い
年
に

は
、
町
で
特
別
に
指
導
監
査
が
実
施

で
き
る
こ
と
。

⑤
理
事
の
選
任
は
、
事
前
に
町
長
の

承
認
を
得
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

４ 

土
地
の
寄
付
採
納　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
前
項
を
行
使
す
る
た
め
に
、
や
ま

び
こ
会
が
所
有
し
て
い
る
土
地
は
、

全
て
町
に
寄
付
採
納
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

５ 

職
員
の
提
言
・
提
案　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
園
長
以
下
の
職
員
が
、
理
事
会
等

に
や
ま
び
こ
会
の
運
営
や
処
遇
に
つ

い
て
提
案
や
提
言
を
す
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
。
そ
の
場
合
に
お
い
て
報

復
人
事
は
行
わ
な
い
こ
と
。

 

６ 

清
流
園
の
契
約　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
老
人
ホ
ー
ム
清
流
園
は
、
指
定
管

理
者
制
度
を
改
め
継
続
的
に
や
ま
び

こ
会
が
運
営
し
、
働
い
て
い
る
職
員

が
安
心
し
て
入
居
さ
れ
て
い
る
方
々

に
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
た
め
の

契
約
方
法
を
行
う
こ
と
。

 

７ 

保
育
園
間
の
連
携
強
化

　
事
務
処
理
を
円
滑
に
行
わ
せ
る
た

め
、
町
は
事
務
職
員
１
名
分
の
人
件

費
を
拠
出
し
、
町
内
す
べ
て
の
保
育

園
が
、
行
政
と
密
接
に
連
携
し
町
民

の
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
各
施
設

が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

 

８ 

指
導
監
査
の
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
県
の
指
導
監
査
指
摘
事
項
に
つ
い

て
は
、
そ
の
都
度
町
議
会
に
報
告
す

る
こ
と
。

 

９ 

事
務
の
検
討

　
常
任
理
事
の
設
置
後
の
事
務
等
の

変
更
は
元
に
戻
し
、
改
め
て
新
体
制

で
検
討
す
る
こ
と
。
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福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
向
上

　
今
回
の
件
を
教
訓
と
し
、
福
祉
施

設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
職
場
環
境
向

上
の
手
本
と
な
る
こ
と
。

　

地
方
自
治
法
１
０
０
条
に
基
づ

く
特
別
委
員
会
は
こ
の
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
公
共
団
体
の
事
務
に

関
す
る
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
当
該
調
査
を
行
う
た
め
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

選
挙
人
そ
の
他
の
関
係
人
の
出
頭

及
び
証
言
並
び
に
記
録
の
提
出
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

略

③
第
１
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
出

頭
又
は
記
録
の
提
出
の
請
求
を
受

け
た
選
挙
人
そ
の
他
の
関
係
人

が
、
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、

議
会
に
出
頭
せ
ず
若
し
く
は
記
録

を
提
出
し
な
い
と
き
又
は
証
言
を

拒
ん
だ
と
き
は
、
６
ケ
月
以
下
の

禁
固
又
は
10
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

社
会
福
祉
法
人
や
ま
び
こ
会
と

百
条
委
員
会

⬆ 7 月臨時議会　やまびこ会調査委員会設置

⬆社会福祉法人やまびこ会本部事務所

10
項
目
の
是
正
を
提
言

　
社
会
福
祉
法
人
や
ま
び
こ
会
（
以

下
「
や
ま
び
こ
会
」
と
い
う
。）
は
、

昭
和
44
年
に
当
時
町
立
で
あ
っ
た
保

育
園
（
わ
か
ば
・
ひ
ま
わ
り
・
こ
ば

と
・
り
ん
ど
う
・
す
み
れ
）
を　
半

官
半
民
と
し
て
設
立
さ
れ
て
、
運
営

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
や
ま
び
こ
会
か
ら
は

「
当
法
人
は
独
立
し
た
法
人
で
あ
り
、

れ
っ
き
と
し
た
民
間
で
あ
る
。」
と

の
回
答
が
あ
り
、
こ
れ
は
半
官
半
民

で
は
な
く
な
り
、
議
会
と
し
て
看
過

で
き
な
い
と
し
て
、
地
方
自
治
法
第

１
０
０
条
に
基
づ
く
や
ま
び
こ
会
調

査
特
別
委
員
会
（
以
下
「
１
０
０
条

委
員
会
」
と
い
う
。）
が
、
次
の
理

由
に
よ
り
賛
成
多
数
で
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

①
や
ま
び
こ
会
の
不
明
朗
な
会
計
処

理
等
法
令
順
守
の
欠
如
。

②
老
朽
化
に
伴
う
、
わ
か
ば
保
育
園

等
の
建
て
替
え
事
業
は
、
施
設
整
備

工
事
費
約
３
億
１
、
１
９
２
万
円
の

内
に
補
助
金
合
計
が
約
２
億
３
、
３

９
４
万
円
と
な
ん
と
４
分
の
３
と
大

変
恵
ま
れ
た
補
助
金
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
る
が
、
工
事
の
入
札
に
当

た
っ
て
、
県
か
ら
入
札
の
透
明
化
な

ど
の
現
地
指
導
事
項
を
遵
守
す
る
通

知
が
あ
っ
た
。

やまびこ会調査特別委員会の主な日程
月 日 備　考
６月 20日 ６月議会最終日　全員協議会

7月

18日 議会運営協議会　

22日
臨時議会
条例案可決（議員が公の施設の指定管理者役員からの辞退）
第１回委員会　構成議員決定
第２回～第９回委員会　　略

10月 17日 ９月議会（中間報告）　
第１０回～第１３回委員会　　略

11月 28日 第１４回委員会　参考人招致（町長）
第１５回～第２０回委員会　　略

12月 19日 １２月議会（最終報告）



②　平成 27年 2月1日発行

県
の
指
導
監
査
で
も
指
摘
さ
れ
た

ず
さ
ん
な
法
人
運
営

　
11
項
目
に
も
及
ぶ
や
ま
び
こ
会
へ

の
監
査
指
導
事
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。

① 

平
成
25
年
度
決
算
監
事
監
査
の

指
摘
事
項
へ
の
対
応
に
つ
い
て　
　

　
平
成
26
年
５
月
の
監
事
監
査
の
指

摘
事
項
が
未
だ
に
改
善
さ
れ
て
い
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

② 

役
員
報
酬
に
つ
い
て

　
貴
法
人
定
款
で
は
、
役
員
報
酬
は

勤
務
実
態
に
即
し
て
支
給
し
、
役
員

の
地
位
に
あ
る
こ
と
だ
け
で
は
支
給

し
な
い
と
な
っ
て
い
る
。
理
事
会
で

再
度
検
討
す
る
こ
と
。
な
お
、
勤
務

実
態
に
即
し
て
報
酬
を
支
払
う
場

合
、
そ
の
内
容
が
確
認
で
き
る
業
務

日
誌
等
を
残
す
こ
と
。

③ 

常
勤
役
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

及
び
休
暇
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
常
勤
役
員
は
、
職
員
就
業
規
程
に

準
拠
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
職
員
は

隔
週
の
土
曜
日
は
勤
務
と
な
っ
て
い

る
が
、
実
際
の
理
事
長
の
勤
務
実
態

は
完
全
週
休
二
日
制
と
な
っ
て
い

る
。

▼
朝
日
新
聞
の
平
成
26
年
12
月
20
日

の
報
道
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
「
役

員
報
酬
を
透
明
化
」・「
社
会
福
祉
法

人
の
私
物
化
対
策
」
を
平
成
27
年
の

通
常
国
会
に
提
出
す
る
方
針
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
１
０
０
条
委
員

会
は
、
元
町
営
で
あ
っ
た
保
育
園
と

老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
が
焦
点
で
し

た
。
町
の
執
行
部
も
議
会
も
半
官
半

民
の
運
営
が
当
た
り
前
の
こ
と
で
し

た
が
、
長
期
化
す
る
と
、
当
初
の
目

的
を
見
失
っ
て
民
間
と
し
て
運
営
し

て
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
の
認

識
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
▼
や
ま

び
こ
会
の
新
体
制
は
、
不
適
切
な
支

出
が
あ
っ
た
と
し
て
、
報
酬
や
運
営

な
ど
で
約
２
３
０
万
円
も
の
多
額
の

金
額
を
前
理
事
長
に
返
還
請
求
し
ま

し
た
。
▼
今
後
も
町
民
の
皆
様
が
、

や
ま
び
こ
会
の
運
営
に
ご
関
心
を
願

い
、
議
会
に
１
０
０
条
委
員
会
が
再

び
設
置
さ
れ
な
い
こ
と
を
願
い
ま

す
。
▼
議
会
本
会
議
・
委
員
会
等
に
、

沢
山
の
傍
聴
が
あ
り
ま
し
た
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

や
ま
び
こ
会
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

指
宿　

 

秋
廣

副
委
員
長　
　

重
久　

 

邦
仁

　

委　

員　
　
　

佐
澤　

 

靖
彦

上
西　

 

祐
子

大
久
保 

義
直

桑
畑　

 

浩
三

調
査
を
終
え
て

④ 

理
事
会
議
事
録
に
つ
い
て

　
理
事
会
議
事
録
は
、
法
人
の
意
思

決
定
過
程
を
記
録
す
る
大
事
な
も
の

で
あ
る
が
、
具
体
的
内
容
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
議
案
書
の
一

部
を
紛
失
し
て
い
る
。

⑤
法
人
の
登
記
に
つ
い
て

　
役
員
変
更
登
記
が
遅
延
し
て
い
る
。

⑥ 
定
款
に
つ
い
て

　
定
款
の
地
積
と
登
記
の
地
積
の
整

合
が
図
ら
れ
て
い
な
い
。

⑦ 

法
人
の
組
織
体
制
に
つ
い
て

　
法
人
の
運
営
方
針
等
が
、
理
事
会

で
協
議
・
報
告
が
さ
れ
て
い
な
い
、

法
令
遵
守
の
強
化
も
検
討
す
る
こ

と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧ 

管
理
組
織
の
確
立
に
つ
い
て

　
理
事
長
が
会
計
責
任
者
と
出
納
員

を
一
人
で
行
い
、
極
め
て
公
共
性
の

高
い
組
織
な
の
に
、
内
部
牽
制
体
制

が
と
れ
て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨ 

金
銭
の
支
払
い
に
つ
い
て

　
会
計
伝
票
の
決
裁
が
な
い
ま
ま
で

の
支
出
や
立
替
え
払
い
・
領
収
書
で

の
支
払
い
。
予
算
を
無
視
し
た
物
品

購
入
な
ど
不
適
切
な
会
計
処
理
が
常

態
化
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩ 

役
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
つ

い
て

　
平
成
26
年
２
月
分
の
役
員
報
酬
・

費
用
弁
償
に
つ
い
て
、
一
ヶ
月
分
ま

と
め
て
２
月
末
に
支
給
し
て
い
る

が
、
支
出
伝
票
は
３
月
３
日
と
な
っ

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑪ 

法
人
本
部
の
運
営
に
関
す
る
経

費
の
対
象
に
つ
い
て

　
事
務
所
経
費
（
器
具
什
器
費
）
と

し
て
15
万
円
以
上
の
ソ
フ
ァ
ー
を
購

入
し
た
が
、
保
育
園
運
営
収
入
や
措

置
費
収
入
で
購
入
で
き
な
い
。

⬆委員会での町長意見交換

100 条特別委員会関係議案
議 員 百条委員会設置 広報印刷費等補正予算 最 終 報 告

１ 池 邉 × × ◎
2 佐 澤 ◎ ◎ ◎
3 堀 内 × × ◎
4 内 村 × × ◎
5 福 永 × × ◎
6 指 宿 ◎ ◎ ◎
7 上 西 ◎ ◎ ◎
8 大久保 ◎ ◎ ◎
9 重 久 ◎ ◎ ◎
10 池 田 × × ×
11 山 中 ― ― ―
12 桑 畑 ◎ ◎ ◎
合　計 賛成6／反対5 賛成6／反対5 賛成10／反対1

　◎…賛成　×…反対　－…賛否に参加せず。

⬆やまびこ会理事会役員との意見交換 ⬆建て替え予定の保育園

今回の事案で、山中三股町議会議長がやまびこ会の理事の一人と
して名を連ねていた。

　理事長就任は、三股町議会基本条例や議員申し合わせ事項にも抵触
すると思えるので、理事を辞めるべきだと、６月議会最終日に開催さ
れた全員協議会で議題として議論したが、「なぜ辞めなければならな
いのか。」「法律には違反していない。」と、理事を続けることを明言
した。
　このことから、「三股町の議員は指定管理をしている団体の理事な
どには就任しない。」内容の議案を、議員発議によって提案しようと
したが、この議案の提案予定の議会運営委員会の中で、この条例案は
法律に違反していると抵抗されました。法律に違反しないように議員
が自ら辞任すればよいとして、議案を提案し、７月 22 日の臨時議会
において、全会一致で可決成立しました。しかし、山中氏はやまびこ
会の理事をすぐには辞任せず、議会報告会の前日の 10 月 28 日に辞
めました。
　さらには、理事在職中に、職員採用に不正があったと発言を繰り返
しましたが、元理事長を批判するばかりでなく、自ら身を正し、　県
の指摘にもあるように理事会運営の正常化・法令遵守などに真剣に取
り組むべきでした。
　また、９月議会で、議長不信任案が可決されても議長を辞任せず、
議長不信任案の提案理由が事実無根で名誉毀損にあたるとして、提案
者を警察に告発するという事態を招きました。
　議会外では議長として挨拶を行い、議場では議員申し合わせ事項を
守ることを議長席から要請する立場で、これらの全てのできごとを町
民にどのように説明されるつもりなのか、右の表のように、過半数以
上で賛成している各議案を批判されるとは思いませんが、その対応に
注視していきたいと思います。
　ただ、他の町議会議員は、町民にどのように説明すべきか戸惑うば
かりです。

審査過程でのできごと


